
北

村

透

谷

と

徳

富

蘇

峰

明
治
二
十
六
年
、
北
村
透
谷
は
山
路
愛
山
と
有
名
な
人
生
相
渉
論
争
を
か
わ

し
た
○広
美
の
功
利
主
薫
忠
恕
を
述
べ
る
愛
山
に
対
し
て
、
い
ま
一
つ
深
い
人
間
精

神
の
追
求
を
主
張
し
た
の
が
透
谷
の
立
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
般
に
、
そ
の
愛
山
の
背
後
に
徳
宵
蘇
峰
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
人
生
相
捗
論
争
に
お
い
て
透
谷
の
目
標
と
し
た
の
は
蘇
峰
で
あ
っ
た

と
す
る
説
さ
え
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
透
谷
、
愛
山
の
論
争
の
さ
な
か
に
、
蘇
峰
が
透
谷
攻
撃
の
形

で
容
噂
す
る
こ
と
よ
り
儲
け
る
し
、
ま
た
、
後
に
大
き
く
右
憤
し
て
い
く
蘇
峰

と
、
文
学
独
自
の
価
値
を
追
求
し
っ
づ
け
た
透
谷
の
問
に
何
ら
か
の
は
げ
し
い

相
剋
が
あ
っ
た
の
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
と
も
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
両
者
の
関
係
を
迫
っ
て
み
る
と
、
最
初
か
ら
そ
の
よ
う

に
相
対
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

混

〓

北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
の
対
応
関
係
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
は
、
ひ
と
ま

ず
、
両
者
の
文
学
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

徳
富
蘇
峰
が
文
学
に
対
す
る
自
己
の
見
解
を
元
す
の
は
、
明
治
二
十
年
七
月

「
国
民
之
友
」
第
六
号
に
お
い
て
「
近
来
流
行
の
政
治
小
説
を
評
す
」
を
発
表

し
た
あ
た
り
か
ら
と
思
う
。

そ
こ
に
お
い
て
、
彼
は
現
行
の
政
治
小
説
を
体
裁
や
脚
色
、
さ
ら
に
は
意
匠

に
お
い
て
、
「
面
自
」
さ
が
無
い
と
し
て
酷
評
を
加
え
る
。

つ
い
で
、
明
治
二
十
一
年
二
月
「
国
民
之
友
」
第
十
五
号
に
の
せ
た
「
文
学

世
界
の
現
状
」
の
中
で
、
そ
れ
を
う
け
、
現
行
の
我
国
の
文
学
を
「
野
郎
醜

拙
」
で
「
品
位
」
に
欠
け
、
い
わ
ば
「
裸
体
」
で
あ
る
と
批
判
し
、
そ
の
よ
う

に
直
接
輿
即
物
的
に
人
物
の
形
態
や
性
情
を
述
べ
ず
、
「
厩
く
は
高
借
潔
毘

ビ
ウ
チ
ー

な
る
趣
味
を
忘
る
1
勿
れ
、
芙
妙
は
文
学
の
本
質
な
る
こ
と
を
忘
る
ゝ
忽
れ
、
」

と
、
そ
の
文
学
観
の
一
部
を
吐
露
す
る
。
要
す
る
に
、
文
学
と
は
「
実
に
智

詭
道
徳
世
界
の
大
気
と
も
楕
す
べ
き
老
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
一
間
の
人
心
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に
於
て
、
一
国
の
元
気
に
於
て
、
一
国
の
精
神
に
於
て
、
」
重
要
な
影
樽
力
を

持
つ
と
説
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
彼
は
明
治
二
十
一
年
八
月
、
「
国
民
之
友
」

第
二
十
八
号
誌
上
に
、
「
新
日
本
の
詩
人
」
を
発
表
し
、
本
楕
的
に
彼
の
文
学

論
を
展
開
す
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
諭
中
で
、
彼
は
「
（
天
地
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
）
芙
妙
あ
ら
ざ
る
は
な

し
」
と
い
う
エ
マ
ー
ソ
ン
の
語
を
引
き
な
が
ら
、
詩
人
を
次
の
よ
う
に
罠
養
す

る
。
ポ
エ
ッ
ト

「
（
詩
人
と
は
）
宇
冒
の
秘
密
を
穿
監
し
て
、
之
れ
を
同
胞
の
大
難
に
説
明

す
る
も
の
な
り
、
白
か
ら
美
妙
の
観
念
を
以
て
、
天
地
万
有
よ
り
動
か
さ
れ

て
、
更
に
美
妙
の
観
念
を
以
て
、
人
間
社
会
を
動
か
す
者
な
り
、
而
し
て
其

動
か
す
や
、
皮
相
に
非
す
し
て
、
人
間
的
臓
最
後
の
琴
柏
に
触
る
1
も
の
な

り
、
」そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
「
詩
人
は
実
に
人
類
に
生
命
の
水
を
与
ふ
る
も
の
な

り
、
」
と
重
視
す
る
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
「
詩
人
の
職
分
」
は
、
「
上
帝

と
人
類
と
万
有
と
の
紹
介
者
」
で
あ
っ
て
、
「
詩
人
の
玉
の
如
き
忠
恕
を
以

て
、
上
帝
を
人
と
一
致
し
、
人
を
万
有
と
一
致
し
、
天
地
万
物
、
押
入
共
に
一

体
と
な
り
、
宇
宙
的
の
観
念
始
め
て
人
の
上
に
厭
き
田
つ
る
」
も
の
な
の
だ
と

論
じ
、
そ
う
い
っ
た
「
職
分
」
を
看
す
る
詩
人
の
「
生
田
」
す
る
串
を
渇
望
す

る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
卑
俗
な
文
学
趣
味
を
排
し
、
天
地
万
有
の
美
を
摘
出
す
る
と
い
っ

た
、
き
わ
め
て
汎
神
論
的
な
理
轡
主
薫
の
文
学
論
を
展
開
す
る
わ
け
で
、
徳
富

蘇
峰
の
文
学
へ
の
こ
う
い
っ
た
出
発
は
注
目
に
価
す
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
宇
宙
の
美
妙
な
る
輿
だ
は
い
か
に
し
て
補
を
ら
れ
る

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
呉
は
、
す
で
に
同
じ
年
の
五
月
、
「
国
民
之
友
」
第

二
十
二
号
に
の
っ
た
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
論
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ
の
中
で
、
彼
は
「
人
は
常
に
我
が
胸
中
の
粗
密
を
語
ら
ん
と
す
」
と
述
べ

お
こ
し
、
世
の
現
象
は
人
の
心
の
生
命
を
伴
っ
て
起
こ
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
内
臭
は
、
「
蓋
し
偉
大
な
る
誹
物
は
、
偉
大
な
る
心
よ
り
生
し
、
美
妙

な
る
現
象
は
、
莞
妙
の
観
念
よ
り
生
す
」
る
も
の
な
の
だ
と
し
て
、
そ
の
中
心

た
る
「
生
命
」
を
重
ん
ず
る
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「
サ
ー
・
ウ
ヰ
ル
ヤ
ム
・
ハ
、
、
、
ル
ト
ン
日
く
、
世
界
に
於
て
人
よ
り
大
い
な

る
者
は
無
く
、
人
に
於
て
心
よ
り
大
い
な
る
者
は
無
し
と
、
吾
人
は
実
に
其
然

る
を
信
す
、
而
し
て
此
心
に
し
て
、
又
た
突
如
と
し
て
我
れ
白
か
ら
我
れ
た
る

を
忘
れ
、
我
れ
白
か
ら
我
れ
よ
り
超
越
す
る
に
至
る
事
あ
り
、
之
れ
を
『
ィ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
と
云
ふ
、
」

そ
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
「
人
の
忠
恕
感
情
の
高
潮
の
時

節
」
で
、
人
が
「
人
を
腎
か
し
、
世
界
を
驚
か
す
事
業
を
為
す
や
、
必
す
比
の

時
に
罪
る
は
な
し
、
」
と
、
そ
の
重
要
性
を
述
べ
、
そ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
挙
っ
た
め
に
は
、
た
だ
一
つ
の
遺
し
か
な
い
と
言
を
加
え
る
。
す
な
わ
ち
ー

「
日
く
、
醇
粋
（
C
e
n
u
i
n
e
n
e
s
s
）
是
れ
な
り
、
更
に
之
れ
を
詳
言
す
れ

ば
、
脇
目
も
轡
ら
ず
、
一
生
懸
命
に
一
つ
の
方
に
向
っ
て
鋤
く
こ
と
是
な
り
、
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
挙
っ
た
め
に
、
彼
は

こ
の
「
醇
粋
」
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
の
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
論
は
明
治
二
十
二
年
一
月
「
国
民
之
友
」
第
三
十
九
号
に
の
っ
た

「
文
学
者
の
目
的
は
人
を
楽
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」
、
さ
ら
に
は
、
明
治
二
十

三
年
九
月
「
国
民
之
友
」
第
九
十
三
号
に
の
っ
た
「
好
伴
侶
と
し
て
の
文
学
」

な
ど
に
よ
っ
て
敢
行
さ
れ
る
。

前
者
に
お
い
て
は
、
「
文
学
の
日
的
」
を
次
の
よ
う
諭
ず
る
。

「
彼
等
は
自
ら
世
の
予
言
者
、
説
教
者
、
教
師
た
る
こ
と
を
忘
る
へ
か
ら
す
、

彼
等
か
主
観
的
に
看
す
る
目
的
は
、
人
を
華
ま
し
む
る
に
あ
ら
す
し
て
、
人
間

社
会
に
立
ち
て
、
真
理
と
、
睾
徳
と
、
美
妙
と
を
一
貫
し
た
る
高
尚
な
る
博
大

な
る
共
撃
な
る
観
念
の
観
察
者
た
り
、
説
明
者
た
る
に
あ
り
と
せ
さ
る
へ
か
ら

す
。
」こ
れ
が
、
文
学
者
の
目
的
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
、
「
最
も
幽
輿
な
る
哲
学
家

の
尺
度
に
於
て
す
ら
達
す
る
能
は
さ
る
人
心
最
後
の
琴
線
に
触
れ
て
快
感
を
与

ふ
る
」
も
の
が
、
本
当
の
文
学
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
文
学
創
作
者
と
し
て
の
眼
を
さ
ら
に
広
げ
、
文
学
鑑
賞
者
の
立

場
か
ら
説
明
し
た
の
が
、
後
者
の
「
好
伴
侶
と
し
て
の
文
学
」
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
ま
ず
、
人
各
々
そ
の
従
事
す
る
「
業
紡
」
に
忠
実
な
の
は
い
い
と
し

て
も
、
そ
れ
だ
け
一
で
は
「
侃
属
」
と
な
り
。
「
狭
除
」
と
な
る
の
で
、
そ
の
間

に
「
安
易
と
快
楽
」
を
必
要
と
す
る
と
し
、
そ
の
人
生
の
好
伴
侶
の
重
要
な
一

つ
と
し
て
「
文
学
」
を
推
奨
す
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
総
て
の
中
に
於
て
、
最
も
此
の
安
易
と
快
楽
と
を
獲
る
も
の
は
、
突
に
文
学

な
り
、
而
し
て
其
中
に
て
殊
に
詩
歌
な
り
と
す
、
必
す
L
も
自
ら
詩
を
作
り
、

歌
を
詠
す
る
に
及
は
す
、
他
人
の
詩
歌
を
謁
し
、
其
趣
味
を
解
す
る
丈
け
に
て

可
な
り
。
」

つ
い
で
、
「
文
学
な
る
者
は
、
独
り
吾
人
に
与
ふ
る
に
快
楽
と
安
易
と
を
以

て
す
る
の
み
な
ら
す
、
亦
た
教
訓
と
督
励
と
を
以
て
す
る
者
な
り
、
詩
は
矢
に

頭
脳
よ
り
来
り
て
赤
心
に
往
く
者
な
り
、
」
と
つ
づ
げ
、
「
心
霊
を
し
て
党
離

せ
し
む
る
者
は
、
文
学
な
り
、
誰
か
云
ふ
詩
歌
は
無
用
な
り
と
、
安
ぞ
知
ら

ん
無
用
の
要
あ
る
こ
と
を
、
」
と
き
わ
め
て
高
い
調
子
で
、
文
学
必
要
説
を
述

べ
、
結
局
、
そ
の
文
学
の
趣
味
を
解
す
る
の
は
、
各
自
の
「
心
中
」
の
「
感
応

カ
」
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
諭
を
お
え
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
先
の
　
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
　
で
み
た
彼
の
着
意
は
、
明
治

二
十
三
年
六
月
「
国
民
之
友
」
第
八
十
四
号
に
の
っ
た
「
故
郷
」
の
中
で
、
人

の
「
心
の
故
郷
」
は
一
種
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
「
琴
線
一
た
ひ
此
に

触
れ
は
、
無
限
の
妙
音
を
発
す
」
と
か
、
明
治
二
十
一
二
年
十
一
月
「
国
民
之

友
」
第
百
号
に
お
け
る
「
的
寂
」
の
中
で
、
「
上
帝
と
一
機
村
通
じ
、
」
と
か

い
っ
た
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
蘇
峰
の
文
学
に
関
す
る
態
度
や
文
学
観
が
、
透
谷
の
論
壇
へ
の
出

発
以
前
に
確
立
さ
れ
、
琴
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
蘇
峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
諭
が
、
今
一
つ
統
括

整
理
し
た
形
で
出
さ
れ
る
の
が
、
明
治
二
十
六
年
四
月
「
国
民
之
友
」
第
百
八

十
号
に
発
表
さ
れ
た
「
観
察
」
で
あ
っ
た
。

「
字
笛
は
一
の
墳
墓
な
り
。
」
　
と
説
き
始
め
る
こ
の
諭
は
、
歴
史
は
恒
に
く

り
返
す
の
で
、
人
性
や
人
情
に
は
変
り
が
な
く
、
「
此
世
に
於
て
人
間
の
為
し

得
る
最
大
の
事
業
は
」
、
新
物
を
抽
出
す
る
の
で
な
く
、
「
何
物
を
か
観
る
こ

と
」
で
あ
り
〕
而
し
て
、
祝
た
る
所
を
明
白
に
語
る
こ
と
な
り
。
」
と
命
題
を

下
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
と
、
彼
は
次

の
よ
う
に
諭
を
展
開
す
る
。

「
然
ら
は
則
ち
如
何
に
し
て
明
ら
か
に
観
る
、
斯
る
問
題
は
、
方
式
的
に
解
釈

し
待
可
き
に
あ
ら
す
、
神
霊
覚
の
作
用
は
、
唯
た
神
知
霊
党
を
以
て
悟
了
す
可
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き
の
み
。
然
り
と
蛙
も
巳
む
な
く
ん
は
則
ち
一
あ
り
、
日
く
赤
心
を
以
て
観
る

の
み
。
」
そ
し
て
、
こ
の
「
赤
心
」
を
論
の
中
核
に
す
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
観
察
の
金
鍋
は
唯
だ
l
の
赤
心
の
み
」
と
強
調
し
、
そ
の
上
で
、
「
苛
も
汝

の
赤
心
を
以
て
宇
宙
の
真
相
を
観
は
、
墳
墓
の
上
に
は
、
恒
に
洋
々
た
る
春
風

の
吹
く
を
知
ら
ん
。
」
と
、
そ
の
文
学
に
対
す
る
態
度
を
開
元
す
る
の
で
あ
っ

た
。こ
の
「
悟
了
」
か
ら
「
赤
心
」
に
い
た
る
論
の
は
こ
び
は
、
先
の
「
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
け
る
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
「
醇
粋
」
に

い
た
る
論
と
同
一
と
み
て
よ
い
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
彼
の
文
学
に
対
す
る
態
度
を
通
観
す
る
と
、
一
方
で
は
、
文

学
者
を
「
教
師
」
や
「
予
言
者
」
に
撃
え
る
の
で
首
肯
で
き
る
よ
う
に
、
か
っ

て
の
儒
教
的
、
功
利
的
、
世
益
的
な
文
学
論
を
述
べ
な
が
ら
も
、
又
一
方
、
文

学
独
自
の
価
値
を
追
求
し
、
さ
ら
に
は
、
万
物
の
中
よ
り
葉
を
発
見
す
る
と
い

っ
た
、
ロ
マ
ン
的
な
傾
向
や
、
汎
神
論
的
な
傾
向
も
、
そ
れ
に
ま
し
て
強
く
看

取
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蘇
峰
自
身
は
文
学
者
と
な
る
こ
と
と
、
は
っ
き
り
一
線
を
画
し

て
い
た
こ
と
は
留
意
し
て
い
い
と
恩
う
。

す
で
に
早
く
、
明
治
二
十
二
年
一
月
「
国
民
之
友
」
型
二
十
七
号
に
発
表
し

た
「
年
と
供
に
新
な
ら
ん
」
の
中
で
、
こ
の
こ
と
は
明
碇
に
室
元
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
、
ジ
ョ
ン
・
モ
ル
レ
t
の
文
宗
契
用
諭
を
引
き
な
が
ら
自
己
の
立
場
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
吾
人
は
白
か
ら
敢
て
美
術
的
文
学
者
の
位
置
に
立
た
ん
と
欲
す
る
も
の
に
あ

ら
す
、
唯
た
苛
も
帯
磁
に
、
明
快
に
、
周
到
に
、
真
実
に
自
己
の
蜘
憶
を
接

へ
、
之
を
世
上
の
君
子
に
質
す
を
絹
は
、
更
に
他
に
望
む
所
な
き
な
り
、
既
に

然
り
、
社
会
の
機
関
急
速
に
迂
転
す
る
時
に
於
て
は
、
吾
人
の
整
共
も
亦
た
急

速
に
運
転
せ
さ
る
へ
か
ら
す
、
」

こ
れ
は
、
新
聞
記
者
と
し
て
の
自
己
の
立
場
を
表
明
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
、
世
の
木
鐸
と
し
て
の
態
度
は
、
彼
の
一
生
を
は
げ
し
く
貫
く
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
明
治
二
十
四
年
七
月
「
国
民
之
友
」
第
百
二
十
五

号
に
著
わ
し
た
「
新
聞
記
者
」
の
中
で
、
新
聞
記
者
の
な
す
所
と
し
て
、

「
彼
は
宗
教
家
が
上
帝
に
対
す
る
が
如
く
、
詩
人
が
天
然
に
対
す
る
が
如
く
、

彼
は
異
に
人
に
対
し
て
立
つ
、
人
と
は
何
ぞ
や
、
個
人
な
り
、
市
邑
な
り
、
国

ヒ

ウ

マ

ニ

チ

ー

家
な
り
、
社
会
な
り
、
約
し
て
言
へ
ば
人
情
な
り
、
彼
は
輿
に
上
帯
の
字
笛
経

済
に
於
け
る
、
人
情
の
大
軍
輪
を
転
ず
る
の
機
関
師
た
る
な
り
、
新
聞
記
者
の

位
置
、
是
に
於
て
か
尊
し
、
其
責
任
、
是
に
於
て
か
大
な
り
、
」
と
、
そ
の
重

要
性
を
述
べ
る
所
な
ど
に
よ
っ
て
、
如
実
に
諒
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

結
局
、
唯
心
的
、
汎
神
論
的
な
ロ
マ
ン
主
薫
文
学
に
対
し
て
、
深
い
理
解
を

元
し
、
又
、
そ
の
効
用
も
信
じ
、
広
く
推
挽
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
認
識
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
蘇
峰
に
と
っ
て
、
文
学
は
、
畢
意
、
自
己
の

「
安
易
と
快
楽
」
と
、
そ
し
て
「
怒
励
」
の
た
め
の
「
好
伴
侶
」
で
し
か
な
か

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
政
治
家
、
思
想
家
と
し
て
の
蘇
峰
は
さ
て
お
き
、
文
学
に

対
す
る
蘇
峰
の
限
界
の
一
つ
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
う
。
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北
村
透
谷
の
文
学
に
対
す
る
態
度
の
形
成
過
程
を
み
て
い
く
と
、
き
わ
め
て

興
味
あ
る
も
の
に
ぶ
つ
か
る
。

透
谷
は
、
す
で
に
明
治
二
十
五
年
二
月
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
に
お
い
て
、



「
想
世
界
」
と
「
実
世
界
」
を
区
別
し
、
さ
ら
に
、
明
治
二
十
五
年
九
月
「
各

人
心
宮
内
の
租
宮
」
に
お
い
て
、
人
生
と
は
、
哲
学
や
科
学
や
詩
人
の
霊
眼
で
も

っ
て
い
く
ら
追
求
し
て
も
「
柊
に
説
明
し
轟
く
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
で
あ
る

と
し
、
そ
れ
を
追
求
し
て
い
く
と
、
人
の
「
心
」
に
達
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

彼
の
「
内
部
生
命
論
」
の
前
提
と
な
る
こ
の
論
は
、
よ
く
み
る
と
、
先
の
蘇

峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
中
の
「
心
」
に
対
す
る
諭
に
配
似
し
て
い
・

る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
両
者
の
冒
頭
の
一
文
を
比
較
す
る
こ
と
で

も
如
矢
で
あ
る
。

「
人
は
常
に
我
が
胸
中
の
粗
密
を
語
ら
ん
と
す
。
」
　
（
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
）

「
各
人
は
自
ら
己
れ
の
生
活
を
説
明
せ
ん
と
て
、
行
為
言
動
を
示
す
も
の
な

り
、
」
．
（
「
督
人
心
宮
内
の
租
官
」
）

ま
た
、
諭
中
の
「
常
久
不
滅
の
霊
は
其
故
郷
を
恩
嘉
し
て
、
或
時
に
於
て
之

に
到
達
せ
ん
串
を
必
す
る
も
の
」
と
い
っ
た
文
の
論
拠
は
、
す
で
に
み
た
蘇
峰

の
「
故
郷
」
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
透
谷
は
、
そ
の
「
心
」
を
開
く
も
の
と
し
て
、
同
じ
月
「
心
機

妙
変
を
論
ず
」
に
お
い
て
、
「
哲
学
必
ず
し
も
人
生
の
税
奥
を
貰
徹
せ
ず
、
何

ぞ
況
ん
や
聾
悪
正
邪
の
俗
論
を
や
。
」
の
諭
の
も
と
に
、
「
秘
奥
の
潜
む
と
こ

ろ
、
相
違
な
る
遺
眼
の
親
裁
を
持
ち
て
無
言
の
冥
契
を
以
て
、
或
い
は
宕
放
し

得
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ペ
し
。
」
と
論
及
し
、
そ
れ
を
、
彼
は
「
心
機
妙
変
」
、

ま
た
は
、
「
悟
発
」
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
あ
の
蘇
峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
類
似
し
て
い
る

の
に
気
づ
く
。

例
え
ば
、
す
で
に
引
い
た
蘇
峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
禍
た
瞬
間

と
、
次
に
元
す
透
谷
の
い
う
「
心
機
妙
変
」
の
瞬
田
を
比
較
し
た
ら
、
そ
れ
は

よ
り
確
か
で
あ
ろ
う
。

「
彼
は
極
致
と
共
に
死
し
た
り
、
而
し
て
他
の
極
致
を
以
て
更
生
す
る
ま
で
の

問
は
所
謂
無
心
無
知
の
境
な
り
、
（
中
略
）
こ
の
坑
を
過
ぐ
る
は
心
機
一
転
に

快
く
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
こ
の
境
は
石
火
な
り
、
抗
屋
な
り
、
数
秒
時
間
な

り
。
」さ
ら
に
は
、
そ
の
冒
頭
の
「
習
学
云
々
」
の
表
現
は
、
す
で
に
前
述
し
た

「
文
学
の
目
的
は
人
を
楽
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」
の
中
の
諭
と
相
似
で
あ
る
こ

と
は
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
う
い
っ
た
透
谷
の
諸
論
を
統
合
整
理
し
た
の
が
、
明

治
二
十
六
年
五
月
に
発
表
し
た
「
内
部
生
命
諭
」
で
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
彼
は
、
造
化
は
不
変
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
人
間
の
心
に
よ

っ
て
、
其
趣
を
変
え
る
と
し
て
、
ま
ず
、
「
人
間
の
心
を
研
究
」
す
る
こ
と
を

前
提
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
心
を
追
求
し
て
い
く
と
「
生
命
の
鬼
瀬
」
と
い

っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
の
「
生
命
思
憩
」
の
育
成
・
建
設
が
重
要
で
あ
る

と
提
言
す
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
育
成
、
追
求
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
「
根
本
の
生
命
」
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
真

イ
ン
ナ
ー
ヲ
イ
フ

正
の
拗
懲
は
心
の
経
験
の
上
に
立
た
ざ
る
ペ
か
ら
ず
、
即
ち
内
部
の
生
命
の
上

に
立
た
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
」
と
し
て
、
「
内
部
生
命
」
を
諭
の
中
核
に
す
え
る
の

で
あ
っ
た
。
．
つ
い
で
、
役
は
、
文
芸
上
い
う
と
こ
ろ
の
「
写
真
派
な
る
も
の
」

は
、
客
観
的
に
「
内
部
の
生
命
」
を
観
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
理
怒
派
な
る

も
の
」
は
主
観
的
に
「
内
部
の
生
命
」
を
観
質
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ

の
文
芸
上
の
ア
イ
デ
ア
は
、
「
理
想
家
が
苧
ら
く
人
生
と
人
生
の
事
異
的
頂
奴

を
離
れ
て
、
何
物
に
か
冥
契
す
る
時
」
に
存
す
る
と
郁
説
し
、
そ
の
「
冥
契
」
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と
は
、
ほ
ん
の
「
瞬
間
の
冥
契
」
で
あ
り
、
別
言
す
れ
ば
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
宇
宙
の
精
神
即
ち
押
な
る
も
の

よ
り
し
て
、
人
間
の
精
神
即
ち
内
部
の
生
命
な
る
も
の
に
対
す
る
一
種
の
感
応

に
過
ぎ
る
な
い
」
と
補
説
し
、
一
こ
の
「
感
応
あ
ら
ず
し
て
、
易
ん
ぞ
純
聖
な

る
理
恕
家
あ
ら
ん
や
。
」
　
と
論
を
す
ゝ
め
、
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
再
遺
さ
れ
た

「
内
部
生
命
」
の
眼
で
み
る
と
「
造
化
万
物
」
の
極
致
が
み
え
る
と
結
語
す
る
。

こ
の
「
内
部
生
命
論
」
と
先
の
蘇
峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
観

察
」
と
の
合
致
は
も
は
や
、
指
摘
の
必
要
を
認
め
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
は
大
綱
に
お
い
て
、
殆
ん
ど
一
致
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
細
部
の
説
明

に
し
て
も
同
じ
こ
と
か
い
え
る
。

一
例
と
し
て
、
両
論
の
中
心
と
な
る
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
説
明
の

部
分
を
対
紹
し
て
み
よ
う
。

「
（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
〕
英
人
に
接
す
る
や
、
電
気
の
物
に
触

る
ゝ
如
く
、
磯
気
の
物
を
吸
う
が
如
く
、
」
　
（
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
）

「
（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
種
の
感
応
で
）
吾
人
の
之
を
感
ず
る

は
、
電
気
の
感
応
を
感
ず
る
が
如
き
な
り
、
」
　
　
　
（
「
内
部
生
命
論
」
）

ば
と
、
あ
の
蘇
峰
の
「
新
日
本
の
詩
人
」
に
お
け
る
「
詩
人
の
随
分
」
と
を
重

ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
れ
又
、
き
わ
め
て
相
似
た
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

い。．
・
結
局
、
蘇
峰
の
文
学
に
対
す
る
態
度
は
、
透
谷
に
き
わ
め
て
深
甚
な
影
響
を

与
え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
蘇
峰
の
大

き
な
庇
護
の
も
と
に
、
透
谷
は
成
長
し
て
い
っ
た
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
「
（
透
谷
の
政
治
思
想
は
）
　
『
国
民
之
友
』
、
最
も

直
接
に
は
徳
富
蘇
峰
の
思
想
傾
向
と
共
通
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
」
　
（
「
北
村
透
谷
の
歴
史
的
把
捉
」
文
学
二
四
・
二
）
と
、
色
川
大
書
氏

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と
も
係
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
通
観
す
る
と
、
蘇
峰
の
論
が
、
透
谷
の
上
に
、
笑
に
く
っ
き
り

と
影
を
落
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
蘇
峰
の
汎
神
論
的
な
傾
向
は
、
「
芸
界
曲
」
以
来
の
透
谷
の
立
場
と

よ
ぐ
似
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
透
谷
の
「
宇
笛
に
精
神
あ
る
が
如
く
人
間
に
も

亦
た
精
神
あ
る
な
り
、
而
し
て
人
間
個
々
の
希
望
は
、
宇
宙
の
精
神
に
合
す
る

に
あ
り
」
　
（
「
頭
執
妄
排
の
弊
」
明
治
二
十
六
年
五
月
）
な
ど
と
い
っ
た
こ
と

四

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
蘇
峰
の
厚
い
庇
踵
下
に
あ
る
と
思
え
た
透
谷
が
、
次

第
に
分
離
し
て
い
く
。

そ
の
事
艶
が
歴
然
と
す
る
の
は
、
透
谷
、
愛
山
の
論
争
の
さ
な
か
、
明
治
二

十
六
年
四
月
蘇
峰
の
著
わ
し
た
「
社
会
に
於
け
る
思
想
の
三
潮
流
」
前
後
で
あ

る
が
、
実
は
、
前
述
の
「
内
部
生
命
論
」
の
あ
た
り
に
、
す
で
に
蘇
峰
の
論
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
透
谷
独
自
の
立
論
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
蘇
峰
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
親
察
」
の
論
の
核

心
は
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
観
察
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
そ

の
た
め
に
主
体
の
必
要
と
す
る
精
神
的
策
動
つ
ま
り
「
醇
粋
」
や
「
赤
心
」
の

上
に
あ
っ
た
，

彼
は
、
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
「
恰
も
風
の
如
し
、
人
之
を
捕

ふ
る
能
は
ず
、
」
と
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
「
一
生
魅
命
に
」
行
え
ば
、
「
至
誠
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は
神
明
に
通
ず
」
と
述
べ
た
り
、
「
観
察
」
に
お
い
て
も
、
「
嗟
呼
人
性
は
千

万
故
を
経
て
今
日
に
到
る
も
不
思
議
の
迷
宮
な
り
、
一
指
を
触
る
ゝ
も
、
侍
は

妙
光
を
発
す
可
し
、
人
情
は
不
可
測
の
深
淵
な
り
、
尺
鉛
を
投
ず
る
も
、
借
は

霊
嶋
を
発
す
可
し
、
汝
が
視
察
の
新
版
図
、
祖
て
比
の
中
に
存
す
。
何
の
遥
あ

り
て
か
、
此
の
広
大
無
辺
の
版
図
を
棄
て
ゝ
、
更
ら
に
他
の
砂
丘
に
向
て
、

『
ベ
ベ
ル
』
の
高
塔
を
築
か
ん
と
す
る
。
」
と
、
き
わ
め
て
精
神
重
視
の
世
界

を
え
が
き
つ
ゝ
も
、
結
局
は
「
赤
心
」
を
以
て
み
れ
ば
「
悟
に
洋
々
た
る
春
風

を
吹
く
を
知
ら
ん
。
」
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
、
自
己
の
修
養
を
重
視
し
た
、
自
力
本
位
の
認
識
方
法
な
の
で
あ

り
、
彼
は
こ
う
い
っ
た
自
己
の
修
養
の
力
に
よ
り
、
す
べ
て
解
決
す
る
と
信
じ
、

そ
れ
を
肝
要
祝
し
て
い
く
。

こ
の
こ
と
は
、
漸
次
彼
の
論
の
中
に
明
白
な
形
で
提
示
さ
れ
る
。
明
治
二
十

六
年
四
月
「
国
民
之
友
」
第
百
八
十
七
号
に
お
け
る
「
国
民
の
元
気
と
教
化

の
標
準
」
や
、
同
第
百
八
十
八
号
に
の
っ
た
「
社
会
に
於
け
る
思
想
の
三
潮

流
」
、
同
年
五
月
「
国
民
之
友
」
第
百
八
十
九
号
に
発
表
し
た
「
文
学
社
会
の

現
状
」
な
ど
の
諭
を
追
い
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
す
こ
し
言
及
し

て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
か
文
学
論
と
は
異
な
る
が
、
「
国
民
の
元
気
と
教
化
の
標
準
」
は
、

蘇
峰
の
思
考
態
度
を
元
す
も
の
と
し
て
特
徴
が
あ
る
。

彼
は
、
ま
ず
、
「
社
会
の
元
気
」
と
「
社
会
の
性
質
」
と
は
、
相
と
も
な
っ

て
発
生
す
る
の
で
、
そ
の
流
れ
に
そ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
今
日
は
「
社
会
既

に
平
民
的
と
な
れ
ば
、
元
気
も
亦
た
平
民
的
と
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
、
」
と
前
提

を
お
く
。
つ
い
で
、
平
民
的
と
な
る
た
め
に
は
「
自
由
」
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
又
、
そ
の
自
由
の
た
め
に
は
「
遺
徳
」
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
今
日
の
社
会
は
、
自
由
の
儲
念
は
存
し
な
が
ら
も
、
教
化
の
方
針
が
一

罠
し
な
い
た
め
に
そ
の
自
由
さ
え
滅
び
よ
う
と
し
て
い
る
と
嘆
ず
る
。

そ
し
て
、
結
局
、
「
自
由
の
中
に
責
任
を
試
し
、
不
桃
の
中
に
法
規
を
守

り
、
」
　
「
誠
実
、
励
精
、
自
治
、
自
尊
、
自
信
の
人
た
ら
ん
こ
と
を
期
せ
し
め

ざ
る
可
ら
ず
。
」
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

一
見
、
正
論
に
み
え
る
が
、
そ
の
論
の
方
向
に
、
自
制
、
自
修
を
要
求
し
す

ぎ
る
、
あ
る
積
の
頑
迷
さ
が
み
ら
れ
る
。
あ
る
種
の
自
縛
の
固
い
網
が
は
ら
れ

て
い
る
の
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

「
社
会
に
於
け
る
思
想
の
三
渦
流
」
は
次
の
よ
う
に
諭
ず
る
。

ま
ず
、
現
今
の
「
我
邦
の
恩
恵
界
」
を
、
蛇
行
派
、
憤
慨
派
、
高
踏
派
の
三

沢
に
わ
け
る
。

コ
モ
ン
セ
ン
ス

第
一
の
蛇
行
派
と
は
、
時
流
随
順
型
を
い
う
。
彼
ら
は
「
常
識
」
以
外
何
も

な
く
、
「
調
和
」
と
「
曖
昧
」
と
「
無
主
董
」
を
重
ん
じ
、
「
克
己
」
も
「
精

励
」
も
「
忠
信
の
徳
操
」
も
な
い
と
し
、
畢
意
、
「
（
彼
ら
は
）
温
亀
世
界
の

餓
鬼
是
れ
也
。
」
と
し
て
放
し
く
批
判
す
る
。

第
二
の
憤
慨
派
と
は
、
つ
ね
に
、
「
現
時
に
満
足
せ
ず
、
」
　
か
と
い
っ
て
、

「
之
を
改
善
す
る
勇
気
」
も
な
い
ま
ゝ
、
「
涙
涙
の
大
安
亮
を
な
す
」
人
達
を

さ
す
。
彼
ら
は
保
守
反
動
の
も
と
に
我
国
を
数
年
は
退
歩
さ
せ
た
と
し
て
、
こ

れ
ま
た
、
放
し
く
、
そ
の
責
任
を
追
求
す
る
の
で
あ
っ
た
。

第
三
の
高
踏
派
を
彼
は
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

「
高
踏
と
は
白
か
ら
社
会
の
外
に
立
つ
も
の
也
。
彼
等
の
多
く
は
、
一
種
の
基

督
教
徒
中
に
あ
り
、
而
し
て
特
に
世
俗
な
ら
ざ
る
青
年
に
多
L
と
す
。
」

彼
ら
は
、
「
竹
林
の
七
賢
」
の
よ
う
に
、
「
社
会
と
相
捗
る
こ
と
な
く
」

「
自
他
頂
に
標
体
し
て
」
い
る
と
し
て
、
そ
の
反
省
を
促
す
、
さ
ら
に
、
そ
の

貴
族
的
趣
味
を
帯
び
、
「
平
民
的
傾
向
を
喜
ば
ざ
る
所
」
を
挙
げ
て
難
ず
る
の
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で
あ
っ
た
。

彼
は
、
こ
の
三
沢
を
、
「
人
と
し
て
生
を
享
く
、
間
よ
り
生
活
の
必
要
あ

り
、
L
人
と
し
て
国
家
に
包
容
せ
ら
る
、
愛
国
の
義
務
あ
り
、
人
と
し
て
霊
台
を

看
す
、
精
神
的
修
養
の
責
任
あ
り
。
吾
人
量
に
此
の
点
に
於
て
三
沢
の
思
想
を

拒
ま
ん
や
。
」
と
、
一
応
認
め
は
す
る
が
、
そ
の
「
偏
僻
奔
逸
」
右
攻
撃
し
、

次
の
よ
う
に
自
己
の
所
懐
を
開
陳
す
る
。

「
国
民
は
塁
異
な
る
精
神
を
捧
拝
し
、
剛
健
な
る
理
性
を
存
養
し
、
忠
撃
な
る

動
作
を
鼓
舞
し
、
以
て
之
を
実
践
せ
し
む
る
の
義
務
あ
る
を
忘
る
可
ら
ず
。
」

そ
し
て
、
今
日
は
「
活
動
の
時
な
り
、
清
談
空
言
の
日
に
あ
ら
ず
。
」
と
高

唱
し
て
、
「
経
国
済
世
」
の
業
に
励
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
に
対
す
る
態
度
、
姿
勢
を
規
定
し
た
彼
は
、
文
学
に
お

い
て
も
、
も
っ
と
激
し
い
形
で
、
そ
れ
を
行
う
。

「
文
学
社
会
の
環
状
」
が
そ
れ
で
あ
る
と
思
う
。

こ
秒
論
の
中
で
、
彼
は
、
今
日
の
文
学
の
低
調
を
文
学
社
会
の
「
閉
塞
期
」

と
し
、
文
学
者
達
は
、
今
そ
の
カ
を
修
養
し
て
い
る
時
と
考
え
た
い
と
す
る
。

何
故
な
ら
、
「
文
学
に
必
要
な
る
は
自
修
カ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、

「
人
間
の
進
境
は
自
修
カ
の
厚
薄
」
に
よ
る
の
で
、
そ
の
「
自
修
力
の
要
は
学

ん
で
倦
ま
ざ
る
に
あ
る
」
と
い
う
。
も
っ
と
そ
れ
を
一
般
化
し
て
い
え
ば
、

「
観
察
は
文
学
者
の
金
躍
な
り
、
然
れ
ど
も
自
修
カ
な
き
観
察
は
、
古
老
が
月

色
を
眺
む
る
が
如
し
、
観
る
も
観
ざ
る
と
同
じ
。
」
な
の
で
あ
り
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
、
「
観
察
を
活
殺
す
る
も
の
は
、
観
察
に
あ
ら
ず
し
て
自
修
力
な
り
」
と
・

強
調
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
文
学
者
は
、
あ
ま
り
に
「
名
を
成
す
早
き
」
に
あ
っ
上

り
、
「
生
活
の
容
易
」
に
あ
っ
た
り
し
て
、
「
安
逸
」
に
威
し
、
「
抱
負
」
も

「
眼
界
」
も
、
小
さ
く
、
狭
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
自
修
を
烈
し
く
要

求
す
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
縦
覧
す
る
と
、
徳
富
蘇
峰
は
、
文
学
に
対
し
て
、
き
わ
め
て

理
解
あ
る
態
度
を
み
せ
な
が
ら
も
、
文
学
は
結
局
、
好
伴
侶
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、

畢
意
、
そ
れ
は
自
己
の
修
養
に
よ
り
解
決
す
る
と
い
う
自
修
カ
の
問
題
と
し
て

し
か
認
識
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
へ
彼
の
自
叙
伝
「
蘇
峰
自
伝
」
　
（
中
央
公
論
社
、
昭
十
・
九
）

の
中
の
、
「
〔
文
章
は
）
達
意
を
目
的
と
す
」
と
い
う
諭
で
も
察
知
で
き
る
し
、

さ
ら
に
は
幼
少
の
時
、
重
野
成
斎
先
生
に
詩
稿
を
添
削
し
て
も
ら
い
「
恩
ひ
掛

け
な
き
高
評
」
を
も
ら
っ
た
時
、
「
予
は
詩
作
も
初
か
ら
真
面
目
に
心
掛
け
た

の
で
な
く
、
唯
だ
吾
志
を
言
ふ
に
止
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
別
段
真
面
目
に
学
修
す

る
と
い
う
事
も
し
な
か
っ
た
。
」
　
と
い
う
、
恐
ら
く
は
彼
の
一
生
を
買
い
た
と

思
わ
れ
る
、
そ
の
態
度
か
ら
も
判
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

－・11－

五

と
こ
ろ
で
、
「
観
察
」
諭
前
後
の
蘇
峰
と
透
谷
の
諭
を
臆
合
す
る
と
、
蘇
峰

の
自
修
力
に
対
し
、
透
谷
は
も
う
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
ん
で
い
る
の
に
気
づ

く
0

そ
れ
は
、
蘇
峰
の
い
う
「
明
ら
か
に
観
る
」
と
い
っ
た
状
態
直
視
欲
求
に
対
し
、

も
う
一
つ
そ
の
中
心
に
入
っ
た
、
そ
の
中
核
親
渠
要
求
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
内
部
生
命
論
」
の
出
る
少
し
前
、
明
治
二
十
六
年
四
月
～

五
月
、
蘇
峰
の
「
観
察
」
の
直
後
著
わ
し
た
「
明
治
文
学
管
見
」
の
中
心
部
に
、

次
の
よ
う
に
、
実
に
明
際
に
元
さ
れ
て
い
る
。



ス
サ
ー
ト

「
吾
人
は
観
察
な
る
も
の
1
甚
だ
重
ん
ず
べ
き
を
諷
む
、
然
れ
ど
も
状
態
を
劇

察
す
る
に
先
ち
て
、
赤
裸
々
の
精
神
を
視
ざ
る
ペ
か
ら
ず
、
認
識
せ
ざ
る
ペ
か

ら
ず
、
然
か
る
後
に
そ
の
精
神
の
活
動
を
観
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
」

す
な
わ
ち
、
透
谷
に
お
い
て
は
、
蘇
峰
の
い
う
「
観
察
」
の
前
に
、
「
内
部

の
生
命
」
を
放
る
と
い
う
、
い
ま
一
つ
明
確
な
目
標
が
指
足
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
「
内
部
生
命
論
」
も
そ
の
意
図
に
あ
る
こ
と
は
今
更

の
指
摘
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
透
谷
に
と
っ
て
文
学
は
単
に
自
修
カ
の
問
題
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
単
に
そ
れ
の
み
で
把
担
で
き
な
い
も
の
を
文
学
に
求

め
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
あ
る
。

か
と
い
っ
て
、
蘇
峰
の
い
う
「
赤
心
」
に
此
す
る
も
の
が
無
い
わ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
は
「
熱
意
」
　
（
明
治
二
十
六
年
六
月
）
と
か
「
情
熱
」
　
（
明
治
二
十

六
年
九
月
）
と
い
っ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
「
人
性
の
中
に
若
し
『
熱
意
』
な
る
尿
素
を
取
去
ら
ば
、
詩
人
と
い

ふ
職
業
は
今
日
の
栄
誉
を
荷
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
ペ
し
。
」
と
熱
意
を
重
視
し
、

「
人
生
」
を
観
る
と
き
、
「
熱
意
」
な
く
し
て
は
何
も
叡
え
な
い
と
し
て
そ
の

重
要
性
を
の
ぺ
る
。

－
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後
者
も
「
、
、
、
ル
ト
ン
は
情
熱
を
以
て
大
詩
人
の
一
要
素
と
し
た
り
。
」
と
し

て
、
蘇
峰
の
「
赤
心
」
の
よ
う
に
、
「
情
熱
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
．
そ
れ
は
あ
く
ま
で
手
段
と
し
て
、
過
程
と
し
て
の
熱
意
で
あ
り
、

情
熱
で
あ
り
、
蘇
峰
の
よ
う
に
、
そ
の
全
存
在
を
統
一
す
る
一
種
の
倫
理
認
識

的
な
自
修
力
と
は
明
白
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

事
実
、
前
記
の
「
社
会
に
於
け
る
思
想
の
三
潮
流
」
で
、
暗
に
「
文
学
界
」

一
派
を
攻
撃
し
た
と
思
わ
れ
る
高
踏
派
へ
の
論
及
に
、
透
谷
は
、
明
治
二
十
六

年
七
月
「
国
民
と
思
想
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
駁
論
す
る
。

す
な
わ
ち
、
民
支
社
一
派
の
論
の
方
向
を
「
地
平
線
的
思
慮
」
と
命
名
し
、

そ
れ
は
「
常
に
夏
の
境
竣
の
み
心
霞
め
、
箕
を
改
良
す
と
日
ひ
、
国
家

の
福
利
を
増
す
と
日
ひ
、
民
衆
の
意
向
を
率
ゆ
と
日
ひ
、
極
て
カ
雑
な
る
目

的
と
希
望
の
中
に
働
ら
き
つ
つ
あ
り
。
国
民
は
尤
も
多
く
此
柾
の
恩
恕
家
を
要

す
、
」
と
、
重
視
し
な
が
ら
も
、
「
真
正
の
カ
ル
チ
ユ
ー
ア
」
を
国
民
に
与
え
る
た

め
に
は
、
「
更
に
一
物
」
を
要
す
と
し
、
そ
れ
を
「
高
踏
的
恩
恵
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
す
で
に
蘇
峰
が
「
新
聞
記
者
」
で
述
べ
た
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
チ
ー
論
を

反
論
し
、
「
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
チ
ー
を
人
間
に
伝
ふ
る
は
、
独
り
地
平
線
的
思
想
の

キ
ヤ
フ
ク
タ
ー

任
に
あ
ら
ず
、
」
と
し
て
、
結
局
、
「
人
間
の
性
質
は
倫
理
遺
徳
の
拘
束
に
よ

り
て
の
み
建
設
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
純
菜
を
尋
ね
、
純
理
を
探
る
、
」
そ

う
い
っ
た
「
人
類
の
大
日
的
」
が
、
高
踏
的
思
想
に
は
あ
る
の
だ
と
す
る
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
に
は
、
蘇
峰
の
影
辞
を
あ
れ
ほ
ど
如
実
に
う
け
な
が
ら
、
そ
れ

を
修
正
し
、
の
り
こ
え
よ
う
と
す
る
烈
し
い
意
識
と
意
欲
の
世
界
が
啓
示
さ
れ

て
い
る
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
様
な
こ
と
は
「
内
部
生
命
諭
」
の
中
に
も
あ
る
。
す
で
に
引
い
た
蘇
峰
の

「
観
察
」
の
中
の
ペ
ベ
ル
論
を
ふ
ま
え
て
、
「
若
し
夫
れ
人
間
の
根
本
の
生
命

を
尋
ね
て
、
或
は
平
民
的
遺
徳
を
教
へ
、
或
は
社
会
的
改
良
を
図
る
者
を
L

も
、
ベ
ベ
ル
の
高
塔
を
砂
丘
に
築
く
も
の
な
り
と
云
ふ
を
待
ば
、
吾
人
も
亦
た
ベ

ベ
ル
の
高
塔
を
築
か
ん
と
す
る
人
足
の
一
人
た
る
を
甘
ん
ぜ
ん
の
み
。
」
と
き

わ
め
て
放
し
い
調
子
で
自
己
の
立
場
を
述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
文
学
に
対
す
る
態
度
は
、
源
に
お
い
て
、
同
じ
く
汎
神
論
的
、
唯
心
的

理
想
主
轟
の
文
学
論
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
そ
の
支
流
は
実
に
印
象
的
に
わ
か

れ
て
い
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
、
誠
に
象
徴
的
な
訣
別
と
い
え
よ
う
。

後
、
蘇
峰
は
大
き
く
右
に
そ
れ
、
透
谷
は
「
人
生
に
相
捗
る
と
は
何
の
謂

ぞ
」
の
中
で
、
「
彼
の
一
生
は
勝
利
を
目
的
と
し
て
戦
は
ず
、
別
に
大
に
企
図
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す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
空
を
撃
ち
虚
を
狙
ひ
、
空
の
空
な
る
事
業
を
な
し
て
、
戦

争
の
中
途
に
何
れ
へ
．
か
去
る
こ
と
を
常
と
す
る
も
の
あ
る
な
り
・
」
と
自
ら
述

べ
る
よ
う
に
「
空
の
空
な
る
」
も
の
を
つ
い
て
、
そ
の
途
中
、
「
何
れ
へ
か
」

へ
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
象
野
的
な
離
別
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
、
現
在
、
私
達

の
設
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

両
者
の
関
係
を
今
一
つ
明
拓
に
す
る
に
は
、
さ
ら
に
次
の
三
つ
の
要
素
を
吟

味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
は
「
平
民
」
の
要
素
で
あ
る
。
「
国
民
之
空
に
よ
る
蘇
峰
と
、
「
徳

川
民
時
代
の
平
民
的
理
想
」
以
来
、
「
国
民
と
思
想
」
に
い
た
る
ま
で
「
平

民
」
の
思
想
で
貫
い
た
透
谷
と
の
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
は
、
両
者
の
思
想
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
と
く
に
蘇
峰
の
「
将
来
之
日

本
」
や
「
新
日
本
之
青
年
」
の
論
理
と
、
透
谷
の
最
後
の
悲
し
き
嘲
局
で
あ
る

「
渦
蔦
」
と
の
相
互
関
係
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
日
本
の
近
代
化
の
問
題
と
も
重

な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
．
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

三
つ
に
は
、
輿
腰
の
両
者
の
交
流
状
態
の
的
確
な
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
は
と

く
に
愛
山
の
介
入
を
資
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
再
考
し
た
い
。
－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
－
－

会
員
近
著
紹
介
　
（
2
）

『

遊

里

語

の

研

究

』

　

　

真

下

三

郎

著

遊
里
の
言
語
の
変
髭
を
明
ら
か
に
し
て
、
遊
里
語
の
国
語
史
上
に
お
け

る
地
位
を
定
着
さ
せ
た
も
の
で
、
文
部
省
助
成
に
よ
る
限
定
出
叛
で
あ

る
。
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
葦
　
序
説

第
二
琵
　
京
都
島
原
の
遊
里
詔

第
三
葦
　
大
阪
新
町
の
遊
里
語

第
四
輩
　
江
戸
吉
原
の
遊
里
語

（
A
五
判
、
四
一
〇
H
。
東
京
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出
版
。
定
価
二
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五
〇
〇
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